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８
月
９
日
、北
口
ゆ
う
こ
う
市

議
と
さ
さ
き
隆
博
代
議
士
の
合

同
に
よ
る
創
成
地
区
議
会
報
告

会
が
、
支
持
者
約
70
名
が
参
加

し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

さ
さ
き
隆
博
創
成
地
区
後
援

会
で
は
、
藤
原
繁
さ
ん
か
ら
小

貫
勝
太
郎
さ
ん
に
会
長
が
交
代

し
、
幹
事
長
に
つ
い
て
も
木
内

之
次
さ
ん
が
就
任
し
た
こ
と
に

よ
り
、
合
同
の
議
会
報
告
会
と

な
っ
た
も
の
で
す
。 

報
告
会
の
冒
頭
、
小
貫
新
会

長
か
ら
経
過
を
含
め
た
ご
挨
拶

を
い
た
だ
き
、
続
い
て
さ
さ
き

隆
博
代
議
士
が
国
会
報
告
を
行

い
ま
し
た
。 

公
正
な
社
会
実
現
を 

国
会
報
告
の
中
で
さ
さ
き
隆

博
代
議
士
は
、「
小
泉
政
権
が
誕

生
し
て
５
年
。
こ
の
間
、
所
得

の
格
差
、
地
域
の
格
差
、
そ
し

て
社
会
的
弱
者
が
追
い
詰
め
ら

れ
た
生
活
の
格
差
が
拡
大
し
た
。 

特
に
、今
年
度
か
ら
始
ま
っ
た

障
害
者
自
立
支
援
法
は
、
ま
れ

に
見
る
悪
法
だ
。
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
社
会
の
実
現
は
政
治
の

責
任
。
公
正
な
社
会
を
実
現
す

る
た
め
頑
張
る
。」
と
の
決
意
が

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

一
般
質
問
内
容
報
告 

続
い
て
北
口
市
議
か
ら
は
、

６
月
に
行
わ
れ
た
第
３
回
定
例

会
で
「
市
立
病
院
の
医
師
不
足

の
問
題
」
と
「
障
害
者
自
立
支

援
法
」（
詳
細
は
第
４
号
で
掲
載

済
み
）
に
つ
い
て
初
め
て
の
一

般
質
問
を
行
い
、
そ
の
内
容
を

報
告
し
ま
し
た
。 

市
立
病
院
の
医
師
不
足
の
問

題
で
は
、
独
自
の
就
学
資
金
貸

付
制
度
の
創
設
や
研
修
医
を
受

け
入
れ
る
体
制
を
整
備
し
、
魅

力
あ
る
病
院
づ
く
り
な
ど
を
提

言
、
ま
た
、
障
害
者
自
立
支
援

法
で
は
、
障
が
い
者
を
認
定
す

る
方
法
の
矛
盾
点
や
新
た
な
負

担
に
対
す
る
市
の
対
応
な
ど
に

つ
い
て
追
及
し
ま
し
た
。 

ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
で
懇
親 

こ
の
日
は
、こ
の
夏
一
番
の
暑

さ
で
31
度
に
も
な
り
ま
し
た
が
、

さ
さ
き
隆
博
代
議
士
と
の
合
同

議
会
報
告
会
は
更
に
熱
気
を
帯

び
、
参
加
し
た
約
70
名
の
方
々

は
、
汗
び
っ
し
ょ
り
に
な
り
な

が
ら
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
を
ほ
お
ば

り
、
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。 

ふ
る
さ
と
で
も
開
催 

ま
た
、北
口
市
議
の
生
ま
れ
故

郷
で
あ
る
大
成
英
郷
（
大
和
・

成
美
・
大
英
・
三
郷
）
地
区
の

議
会
報
告
会
を
７
月
18
日
、
実

家
で
あ
る
北
口
牧
場
の
車
庫
で
、

約
40
名
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

創成と大成英郷で議会報告会 
創成では、ささき隆博代議士地区後援会と共催 

ゆゆ
うう
ここ
うう
便便
りり  

発 行 責 任 

北口ゆうこう後援会

会長：佐々木 武

創
成
地
区
で
初
め
て
の
一
般
質
問
内
容
を
報
告
す
る
北
口
市
議 

参加者の声に耳を傾ける北口市議
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議
会
改
革
の
先
進
地 

栗
山
町
議
会
を
視
察 

新
人
議
員
の
会
い
ぱ
ち
会
で 

北
口
市
議
が
事
務
局
長
を
務

め
る
新
人
議
員
の
会
「
い
っ
ぱ

ち
会
」
は
８
月
23
日
、
議
会
改

革
の
先
進
地
で
あ
る
栗
山
町
議

会
を
視
察
し
て
き
ま
し
た
。 

栗
山
町
議
会
で
は
、
今
年
５

月
18
日
、
全
国
に
先
駆
け
「
議

会
基
本
条
例
」
を
制
定
し
、
開

か
れ
た
議
会
を
め
ざ
し
様
々
な

改
革
を
行
い
、
そ
の
改
革
に
至

る
経
過
な
ど
に
つ
い
て
、
富
澤

副
議
長
、
中
尾
事
務
局
長
な
ど

に
お
聞
き
し
ま
し
た
。 

行
政
監
視
型
か
ら
脱
皮
へ 

改
革
の
背
景
に
は
、
平
成
12

年
地
方
分
権
一
括
法
が
制
定
さ

れ
、
個
々
の
自
治
体
の
資
質
が

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が

予
想
さ
れ
、
議
会
と
し
て
も
従

来
の
行
政
の
監
視
や
後
追
い
承

認
の
機
関
か
ら
の
脱
皮
を
求
め

ら
れ
て
お
り
、
そ
の
責
任
重
く

な
る
こ
と
に
な
り
、
改
革
を
推

進
し
ま
し
た
。 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
議

会
ラ
イ
ブ
中
継
の
実
施 

議
会
の
議
論
経
過
を
一
人
で

も
多
く
の
方
に
知
っ
て
も
ら
う

こ
と
は
よ
り
重
要
な
こ
と
で
す

が
、
平
日
の
昼
間
に
議
場
に
来

て
も
ら
う
こ
と
は
難
し
い
の
で
、

夜
間
や
休
日
に
よ
る
議
会
の
開

催
も
検
討
し
ま
し
た
が
、
効
果

の
割
に
は
費
用
が
多
く
か
か
る

こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。 

平
成
13
年
、
補
助
事
業
に
よ

り
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
を
整
備
、

こ
の
設
備
を
利
用
し
て
議
会
の

ラ
イ
ブ
中
継
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
今
年
５
月
か

ら
は
、
い
つ
で
も
議
会
の
議
論

が
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
録
画
中

継
の
配
信
も
開
始
し
ま
し
た
。 

町
民
対
象
に
議
会
報
告
会 

昨
年
か
ら
、
道
内
で
は
初
、

全
国
で
も
２
例
目
と
な
る
「
議

会
報
告
会
」
を
実
施
し
ま
し
た
。 

こ
れ
は
、全
議
員
が
３
班
に
分

か
れ
町
内
12
会
場
で
議
会
活
動

の
状
況
を
報
告
・
説
明
し
、
町

制
に
関
す
る
情
報
を
提
供
す
る

と
と
も
に
、
議
会
活
動
に
対
す

る
意
見
や
提
言
を
聴
取
す
る
も

の
で
す
。 

今
年
で
２
回
目
の
開
催
と
な

り
ま
す
が
、
町
民
の
関
心
も
高

ま
っ
て
い
ま
す
。 

分
か
り
易
く
親
し
み
易
く 

栗
山
町
議
会
基
本
条
例
は
、

今
ま
で
改
革
し
て
き
た
こ
と
を

文
章
化
し
、
更
な
る
改
革
を
進

め
る
た
め
条
例
化
し
た
も
の
で

す
。
そ
の
た
め
、
で
き
る
だ
け

分
か
り
易
く
親
し
み
や
す
い
文

章
に
心
が
け
ま
し
た
。 

士
別
で
も
改
革
の
息
吹
が 

い
ま
、士
別
の
市
議
会
に
お
い

て
も
改
革
の
提
言
を
取
り
ま
と

め
て
い
ま
す
。
い
っ
ぱ
ち
会
で

は
、
栗
山
の
取
り
組
み
を
参
考

に
し
な
が
ら
で
き
る
も
の
か
ら

改
革
し
よ
う
と
、
み
ん
な
で
議

論
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご

意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

          

説
明
を
真
剣
に
聞
く
北
口
市
議 

◆栗山町議会基本条例制定に至る経過 

H12年4月 ●地方分権一括法施行 

H14年3月 ●栗山町議会情報公開条例を議

員提出議案として提案 

6月 ●インターネットによる議会ラ

イブ中継の運用開始 

●中長期財政問題等特別委員会

設置し、町財政の状況等を徹底

検証 

12月 ●栗山町議会政務調査費の交付

に関する条例を議決 

●議員定数を20名から18名に

する案を議員提案として提案、

議決 

H15年3月 ●一般質問における一問一答方

式の採用と発言席の設置 

6月 ●一般質問ポスターの公共施設

等への掲示による町民周知を

開始 

H16年6月 ●議員定数を18名から13名に

する案を議員提案として提案、

議決 

H17年3月 ●全国で 2 例目、道内初の議会

報告会を実施（12 会場 370

人参加） 

5月 ●議会基本条例の策定準備作業

に着手 

11月 ●議会基本条例を議会運営委員

会に諮問 

H18年3月 ●第 3 回議会定例会で議会基本

条例策定原案を中間報告 

4月 ●平成 18 年度議会報告会を実

施（12会場237人参加） 

●参加した町民から議会基本条

例に対する意見要望を聴取 

●北海学園大学の神原教授を招

き、議員研修会を実施 

5月 ●議会録画中継配信（ビデオオン

デマンド）の運用開始 

●18日、栗山町議会基本条例を

議員提出議案として提案し、議

決（同日より施行）  
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平
成
18
年
第
３
回
定
例
会
で

は
９
人
が
一
般
質
問
を
行
い
、

北
口
市
議
は
２
番
手
に
登
壇
し
、

市
役
所
で
の
経
験
を
も
と
に
、

「
市
役
所
の
組
織
機
構
」
と
「
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
駆
使
し
た
観

光
政
策
」
に
つ
い
て
、
市
の
考

え
と
具
体
的
方
策
を
提
言
し
ま

し
た
が
、
市
か
ら
は
前
向
き
な

回
答
は
得
ら
れ
ず
、
今
後
の
課

題
と
な
り
ま
し
た
。 

質
問
の
内
容
と
回
答
に
つ
い

て
の
詳
細
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

 

改
革
に
よ
る
成
果
と
課
題
は 

問 

組
織
機
構
は
、
そ
の
時
代

時
代
の
住
民
ニ
ー
ズ
に
応
じ
、

常
に
見
直
し
が
必
要
だ
。
市

役
所
の
組
織
改
革
を
行
っ
て

か
ら
十
年
、
ス
タ
ッ
フ
制
の

導
入
な
ど
の
組
織
改
革
に
よ

る
成
果
と
課
題
は
。 

答 

成
果
は
、
課
長
職
の
権
限

と
役
割
が
拡
大
し
、
効
率
的

な
業
務
の
推
進
が
で
き
る
体

制
が
で
き
た
。
ま
た
、
課
の

目
標
を
掲
げ
全
員
で
取
り
組

む
姿
勢
が
定
着
し
、
多
様
化

す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
す

る
職
員
の
意
識
向
上
に
繋
が

っ
た
。
一
方
、
課
題
は
、
課

題
解
決
に
向
け
た
職
場
会
議

の
機
会
が
少
な
い
な
ど
の
声

が
出
さ
れ
て
い
る
。 

合
併
で
組
織
の
見
直
し
を 

問 

旧
朝
日
町
と
の
合
併
か
ら

１
年
が
経
過
し
、
大
き
な
変

革
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
組

織
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
議

論
を
す
る
べ
き
で
は
。 

答 

合
併
後
の
組
織
は
比
較
的

ス
ム
ー
ズ
に
移
行
で
き
た
。

今
後
、
効
果
的
、
効
率
的
な

行
財
政
の
運
営
を
図
り
、
市

民
が
分
か
り
や
す
く
利
用
し

や
す
い
組
織
と
す
る
た
め
、

迅
速
で
機
能
的
な
組
織
整
備

に
向
け
、
検
討
す
る
。 

次
長
廃
止
で
簡
素
な
組
織
を 

問 

簡
素
な
組
織
と
迅
速
な
意

思
決
定
の
た
め
、
主
幹
職
は

専
門
的
業
務
に
限
定
し
、
次

長
職
を
廃
止
し
て
は
。 

答 

主
幹
職
は
、
課
の
特
定
事

務
又
は
専
門
的
な
事
務
を
掌

理
し
、
課
の
中
軸
と
し
て
の

役
割
を
期
待
し
て
お
り
、
見

直
し
は
し
な
い
。
次
長
は
、

政
策
会
議
の
メ
ン
バ
ー
で
も

あ
り
、
部
長
を
補
佐
し
て
部

の
中
核
と
し
て
の
職
務
が
あ

り
、
廃
止
で
き
な
い
。 

幹
部
の
異
動
で
職
場
活
気
を 

問 
異
動
期
間
が
長
く
な
る
と
、

仕
事
に
対
す
る
や
る
気
も
薄

れ
、
チ
ェ
ッ
ク
機
能
も
働
か

な
く
な
る
。
幹
部
職
員
と
り

わ
け
、
部
長
・
次
長
職
の
異

動
で
職
場
の
活
性
化
を
。 

答 

管
理
職
の
「
降
任
」
を
希

望
す
る
職
員
の
意
思
を
尊
重

す
る
意
味
で
、
管
理
職
の
異

動
希
望
制
を
導
入
す
る
こ
と

を
検
討
す
る
。
幹
部
職
員
の

異
動
は
、
定
期
異
動
の
対
象

と
は
考
え
て
お
ら
ず
、
制
度

化
で
き
な
い
。 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
企
画
作
成

を
専
門
業
者
へ
依
頼
し
て
は 

問 

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
う

ち
、
市
民
に
関
す
る
情
報
と

市
外
の
方
に
発
す
る
情
報
を

区
別
し
、
市
外
の
方
に
発
す

る
情
報
を
掲
載
す
る
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
、
そ
の

企
画
や
作
成
を
専
門
業
者
に

依
頼
し
て
は
。 

答 

専
門
業
者
が
作
成
す
る
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
企
画
力
・

技
術
力
・
デ
ザ
イ
ン
制
な
ど

優
れ
て
い
る
が
、
作
成
後
の

更
新
時
の
対
応
や
コ
ス
ト
の

問
題
か
ら
、
今
の
体
制
で
創

意
工
夫
し
な
が
ら
作
成
す
る
。 

外
国
語
標
記
も
検
討
を 

問 

昨
年
１
年
で
５
７
７
人
の

外
国
人
ツ
ア
ー
客
が
士
別
に

訪
れ
て
お
り
、
外
国
語
に
も

対
応
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作

成
を
す
る
べ
き
で
は
。 

答 
外
国
語
標
記
に
つ
い
て
は
、

広
域
対
応
が
よ
り
そ
の
効
果

を
発
揮
す
る
の
で
、
今
後
上

川
地
方
観
光
連
盟
や
道
北
観

光
連
盟
と
も
協
議
し
、
共
通

課
題
と
し
て
対
応
し
た
い
。 

ウ
ェ
ブ
市
民
に
情
報
発
信
を 

問 

士
別
へ
の
観
光
客
を
増
や

す
に
は
、
も
っ
と
士
別
を
知

っ
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
、

そ
の
方
法
と
し
て
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
上
の
仮
想
市
民
で

あ
る
「
ウ
ェ
ブ
市
民
」
を
募

集
し
、
季
節
の
情
報
や
イ
ベ

ン
ト
情
報
な
ど
、
メ
ー
ル
マ

ガ
ジ
ン
を
配
信
す
る
こ
と
で

よ
り
多
く
の
方
に
士
別
を
知

っ
て
も
ら
い
、
観
光
客
と
し

て
来
て
も
ら
え
る
の
で
は
。 

答 

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
は
、
電

子
メ
ー
ル
を
通
じ
て
様
々
な

情
報
が
定
期
的
に
提
供
さ
れ

る
シ
ス
テ
ム
と
し
て
広
く
活

用
さ
れ
て
お
り
、
効
果
的
な

手
段
と
判
断
し
て
い
る
。
今

後
導
入
に
あ
た
り
、
発
信
す

る
情
報
量
や
作
成
の
体
制
づ

く
り
な
ど
、
十
分
調
査
研
究

し
、
先
ず
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

更
に
充
実
し
、
情
報
発
信
に

努
め
た
い
。 

平
成
18
年
第
３
回
定
例
会
一
般
質
問
報
告 

市
の
組
織
機
構
及
び
観
光
政

策
に
つ
い
て
、市
の
対
応
追
及 
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７
月 
18
日
大
成
英
郷
地
区

議
会
報
告
会
、
20
日
さ
さ
き
隆

博
代
議
士
国
政
報
告
会
、
21
日

旭
川
市
職
労
60
周
年
記
念
式
典
、

22
日
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
開
会
式

＆
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
、
23
日
岩
尾

内
湖
水
ま
つ
り
、
24
日
創
成
自

治
会
福
祉
部
役
員
会
、
25
日
民

主
党
士
別
ブ
ロ
ッ
ク
支
部
常
任

幹
事
会
、
26
日
林
野
労
組
森
林

技
術
セ
ン
タ
ー
分
会
ビ
ー
ル
パ

ー
テ
ィ
ー
、
29
日
八
九
振
会
ウ

イ
ー
ク
エ
ン
ド
バ
ザ
ー
ル
、
31

日
民
主
党
看
板
設
置
作
業
、
㈱

サ
フ
ォ
ー
ク
取
締
役
員
会 

８
月 

２
日
藤
森
家
葬
儀
、
名

寄
法
人
会
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
、

３
日
牧
野
勇
司
市
議
議
会
報
告

会
、
４
日
サ
フ
ォ
ー
ク
カ
ッ
プ

少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会
開
会
式
、

６
日
市
民
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

＆
川
西
の
丘
フ
ッ
ト
パ
ス
＝
写

真
①
、
７
日
朝
日
納
涼
ビ
ー
ル

パ
ー
テ
ィ
ー
、
８
日
加
藤
家
通

夜
、
９
日
さ
さ
き
代
議
士
＆
北

口
市
議
合
同
議
会
報
告
会
、
10

日
士
別
市
招
魂
祭
、
11
日
大
和

成
美
自
治
会
ビ
ー
ル
パ
ー
テ
ィ

ー
、
14
日
士
別
高
校
第
27
期
同

期
会
、
16
日
さ
さ
き
隆
博
川
西

後
援
会
ビ
ー
ル
パ
ー
テ
ィ
ー
、

17
日
総
務
文
教
常
任
委
員
会
協

議
会
、
天
塩
川
ま
つ
り
（
千
人

踊
り
＆
川
舟
み
こ
し
に
参
加
）
、

18
日
会
派
打
ち
合
せ
、
21
日
自

治
労
道
北
政
治
フ
ォ
ー
ラ
ム
、

佐
藤
家
葬
儀
、
22
日
創
成
自
治

会
文
化
青
年
部
役
員
会
、
23
日

い
っ
ぱ
ち
会
で
栗
山
町
議
会
視

察
、
24
日
神
戸
家
葬
儀
、
道
北

道
政
懇
話
会
、
25
〜
27
日
得
の

市
、
28
日
生
命
と
暮
ら
し
を
守

る
市
民
会
議
、
民
主
党
士
別
ブ

ロ
ッ
ク
支
部
常
任
幹
事
会
、
31

日
林
野
労
組
森
林
技
術
セ
ン
タ

ー
分
会
定
期
大
会
、 

９
月 

２
日
自
治
労
自
治
研

全
道
集
会
〜
新
冠
町
、
３
日
つ

く
も
園
青
空
祭
、
５
日
第
３
回

定
例
会
開
会
、
７
日
寺
子
屋
天

塩
川
塾
拡
大
例
会
、
８
日
増
田

家
葬
儀
、
大
崎
家
通
夜
、
９
日

創
成
自
治
会
花
壇
整
備
、
士
別

地
方
年
齢
別
水
泳
大
会
、
キ
ャ

ン
ピ
ン
グ
カ
ー
祭
り
〜
岩
尾
内

湖
、
10
日
士
別
歩
こ
う
会
渓
谷

ウ
ォ
ー
ク
〜
滝
上
町
、
11
日
寺

崎
家
葬
儀
、
議
会
運
営
委
員
会
、

民
主
党
市
民
講
演
会
、
12
日
一

般
質
問
、
13
日
議
会
運
営
委
員

会
、
14
日
第
３
回
定
例
会
閉
会
、

病
院
部
学
習
会
、
15
日
障
が
い

者
の
地
域
生
活
を
支
援
す
る
会
、

16
日
創
成
自
治
会
お
年
寄
り
を

祝
う
会
、
17
日
サ
フ
ォ
ー
ク
の

集
い
、
22
日
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
芸
能
発
表
会
、
26
日
交
通
安

全
人
の
波
旗
の
波
大
作
戦
＝
写

真
②
、
27
日
自
治
労
北
海
道
本

部
定
期
大
会
、
28
日
議
会
広
報

特
別
委
員
会
、
29
日
創
成
自
治

会
福
祉
部
役
員
会
、
30
日
小
酒

井
正
徳
さ
ん
送
別
会 

ゆ
う
こ
う
活
動
日
誌 

【
ひ
と
り
ご
と
】 

◆
議
員
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

商
売
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
民
間
の
厳

し
さ
を
学
ぶ
た
め
、
㈱
サ
フ
ォ

ー
ク
（
西
２
条
８
丁
目
）
に
勤

め
て
い
る
。
◆
会
社
で
は
、
主

に
ロ
ー
ス
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
の
販

売
を
担
当
。
軽
ト
ラ
ッ
ク
「
サ

ン
バ
ー
君
」
で
行
商
に
歩
き
、

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
り
、
ジ

ン
ギ
ス
カ
ン
の
変
わ
っ
た
食
べ

方
と
し
て
「
ジ
ン
カ
ラ
」
を
広

め
て
い
る
。
◆
慣
れ
な
い
仕
事

だ
が
、
お
客
さ
ん
か
ら
の
「
頑

張
っ
て
ね
」
の
声
が
さ
ら
に
元

気
を
与
え
て
く
れ
る
。
◆
こ
れ

か
ら
も
元
気
な
声
で
「
士
別
の

ま
ち
」
を
宣
伝
し
よ
う
。
そ
れ

で
士
別
の
ま
ち
が
元
気
に
な
れ

ば
、
み
ん
な
が
幸
せ
に
な
る
の

だ
か
ら･･･

。（
ゆ
う
こ
う
） 

写真②、人の波旗の波大作戦

岩尾内湖での「キャンピングカー祭り」にて

写真①、川西の丘フットパス

旭
川
市
長
選
挙 

西
川
将
人
さ
ん
に

ご
支
援
を 

10

月
29

日
投
票
で
行
わ
れ

る
旭
川
市
長
選
挙
に
、
西
川
ま
さ

ひ
と
さ
ん
（
37
歳
）
が
立
候
補

予
定
し
て
い
ま
す
。 

     

旭
川
市
長
選
挙
は
、
さ
さ
き
隆

博
さ
ん
の
次
の
選
挙
に
直
結
す

る
、
大
変
重
要
な
戦
い
で
す
。

そ
し
て
、
北
口
市
議
と
西
川
さ

ん
は
、
レ
ス
リ
ン
グ
つ
な
が
り
で

も
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご

支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

連
絡
先:

旭
川
市
４
条
17
丁
目

０
１
６
６-

22-

３
８
６
１
又

は
、
23-
１
０
６
８
北
口
宅
へ
。


